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（
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
証
の
返
納
）

第
十
六
条
の
六

登
録
医
薬
品
等
製
造
業
者
は
、
法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
処
分
を

受
け
た
と
き
、
又
は
そ
の
業
務
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
製
造
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経

由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
登
録
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
登
録
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
製
造
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知

事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
登
録
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

（
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
台
帳
）

第
十
六
条
の
七

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
に
関
す
る
台
帳
を
備
え
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
登
録
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、「
都
道

府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
十
三
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
（
同
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
五
中
「
第
十
三
条
第
六
項
」
を
「
第
十
三
条
第
八
項
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
八
条
の
六

法
第
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四
項
の
政
令
で
定

め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
証
の
交
付
等
）

第
十
八
条
の
七

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
八
条
の
十

一
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。）を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

登
録
を
申
請
し
た
者
に
登
録
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四
項
の
更
新
を
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
証
の
書
換
え
交
付
）

第
十
六
条
の
四

登
録
を
受
け
た
者
（
次
条
及
び
第
十
六
条
の
六
に
お
い
て「
登
録
医
薬
品
等
製
造
業
者
」と
い
う
。）

は
、
前
条
第
一
項
の
登
録
証
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
六
条
の
六
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
登
録
証
」
と
い
う
。）の

記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
書
換
え
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
に
登
録
証
を
添
え
、
製
造

所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
登
録
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
前
項
中
「
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
」

と
あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」と
す
る
。

（
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
証
の
再
交
付
）

第
十
六
条
の
五

登
録
医
薬
品
等
製
造
業
者
は
、
登
録
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
再
交
付
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
製
造
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知

事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、登
録
証
を
破
り
、

又
は
汚
し
た
登
録
医
薬
品
等
製
造
業
者
は
、
申
請
書
に
そ
の
登
録
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
医
薬
品
等
製
造
業
者
は
、
登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
つ
た
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち

に
、
そ
の
製
造
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
発
見
し
た
登
録
証
を
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
登
録
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
前
項
中
「
都
道
府
県
知
事
を
経
由

し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
三
項
中
「
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定

め
る
額
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、」と
す
る
。

（
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
証
の
書
換
え
交
付
）

第
十
八
条
の
八

登
録
を
受
け
た
者
（
次
条
及
び
第
十
八
条
の
十
に
お
い
て
「
登
録
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
」
と

い
う
。）は
、
前
条
の
登
録
証
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
八
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
登
録
証
」
と
い
う
。）の

記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
書
換
え
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
に
登
録
証
を
添
え
、
厚
生

労
働
大
臣
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
一
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
一
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年

政
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
三
条
の
三
十
六
」
を
「
第
四
十
三
条
の
四
十
六
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
六
条
の
二

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
証
の
交
付
等
）

第
十
六
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
六
条
の
七

ま
で
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。）を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
登

録
を
申
請
し
た
者
に
登
録
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四
項
の
更
新
を
し
た
と

き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
登
録
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、「
都
道

府
県
知
事
」
と
す
る
。
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